
○ＳＤＧｓ
○レジリエンス
○真のワーク・ライフ・バランス
○脱炭素社会
○ｓｏｃｉｅｔｙ５．０

京都市持続可能な都市構築プラン
（H31.3）

京都市都市計画マスタープラン
（平成24（2012）年 目標年次：令和7（2025）年）

※「おおむね１０年後に見直す」と記載

次期「都市マス」

※現行「都市マス」をベースにしながら，中間的な見直しとして検討（令和７年を目標とする計画）

１ 検討の位置付け

２ 基本的な枠組み

【都市マスの役割】
○都市づくりの将来ビジョンの明確化
○都市計画決定・変更の指針
○都市づくりを進めるための指針
○共汗（パートナーシップ）のまちづくり
の共通の指針

【都市の将来像】
エコ・コンパクトな都市構造

現行「都市マス」
（H24.2）

時代の潮流
（現行「都市マス」以降）

京都市基本計画
（R3.4）

基本構想の具体化のために全市

的観点から取り組む主要な政策を
示す計画

都市計画マスタープランの見直しの趣旨

次期「基本計画」

次期「基本構想」

見直し後の計画の推進
（令和３～７年）

○現行の「京都市都市計画マスタープラン（都市マス）」は，「京都市基本構想」のもと２０２５（令和７）年を目標年次として策定

○「京都市基本計画」は２０２５（令和７）年度が計画期間

見直し実施

○現行「都市マス」策定以降の本市のまちづくりの方針や社会経済動向の変化などを踏まえて検討

見直し後の
「都市マス」

【プランの役割】
都市マスに掲げる将来の都市構造

の実現を目指し，都市マスの実効性
をより高める。

○持続可能な都市のあり方やより
具体的な方針の提示

○より適正な土地利用や都市機能の
誘導

※目標年次：
令和２２（２０４０）年
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※目標年次R7

ウィズコロナ・
ポストコロナ社会

※厳しい財政状況も見据えながら新たな課題やニーズへの対応を図るため，方針等を拡充

京都市基本計画（令和3（2021）年4月策定 目標年次：令和7（2025）年）

京都市基本構想（平成11（1999）年12月策定 目標年次：令和7（2025）年）
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